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はじめに
との研究は，幼児の社会性の発速に関して， 3か年にわたり継続的に追究してきた研究の ，最終年次
の研究内容をまとめたものでるる。第 l年次佃和39年度) ・第 2年次(昭和40年度)の研究について
は ，紀要第50集・ 54集にまとめてないた。その内容を概略述べると ，第 l年次研究では，幼稚園 ・保育
所Yて通う 4-5歳児を対象VC，幼児総合精神検査を行ない，その保護者κ社会成熟度診断検査・親子関
係診断テストを実施して，幼児の社会性ゃ人格の発達VC関する基礎的資料を得るとともVC，その発達。て












第 3年次研究の計画を具体的K述べると ，第 l年次 ・第 2年次と同ーの幼児 (6- 7歳児)を対象に，
3回目の幼児総合精神検査を行左い ，3か年Kわたる検蕊結果から，幼児の社会性・精神発達の線相を











第 3 年次1'C;j;~ける具体的念研究目標は次のとな り である。




















































































T佐 言 事告三 会
言 数 格 性
理 語 鍔。
。。。 。。 。。。。。 。。 。。 。




ら分析されるが，叙 (1) 同伴者から すく灘れる 離れにくい(離れないで同伴者と
述については ，問題 入室したり，泣く
(2) 質問に対し すぐ答える 繰返しきかな いつまでもだまってい
領域 ・欲求 ・プラス いと答え:1い
トレーション・異常 (3) よく考えて答える ふつう よ〈考えないで答える
(4) 思っている事をう ふつう 表現力κ乏しい
反応の四つの分類κ まく表現する
したがって分析され (5) ものがはっきり言 ふつう {小さい声で話す
える i語尾がはっき bしない
る。 (61 わから衣い 考えてからわかり すぐわから だまってしまう
社会性の発達は ， とき ないという 左レ、とレ、ぅ
(7) 言語 明瞭 ふつう f不明瞭 ，吃音，亦ちゃ
社会的生活能力指数 Lんととば







(9) 興味 興味をもち積紘的 ふつう 興味がなく消極的
表 2~亡示したとな D (10) 緊張 ふだんと変わら左 ふつう 紫接している
である。
い態度
(lU 自 信 自信にみちた態度 ふつう 自信がない態度
















との結果から ，③GCR(G rOl中 Conformi tyRa ting社会
適応度をみる) ，@プロフ ィー ル(E.I.M.O-D .E-D. 
N-Pの百分比Kより反応傾向をみる) ，(C)超自我因子
-4一
[涼障害優位 自己防禦 要求固執の-D) (E -D) (N-P) 
外
E 罰 ， E e 
{的E) E※ 
円割 ， I 
的 l 








@. .!. .~+ 1.. E-~ . I一工.M+工の百分比Kより社会性・精神発達をみる) ，@反応転移(前半と後半
の反応、の比較から ，テストを受ける心棒ぇ ，被験者の心理構造をみる)7などKついての分析を行ない ，
力動的κ人格を把控室するものである。






仮説2)については ，幼児総合精神検査Kよる知能偏差値 ・社会的生活能力指数 ・社会点と ，PFス
タディ K よるGC R ~ ・ 超自我広子婦との関連を調べ，さら(1[，社会性の発遥程度53IJ(1(下位群・普通群・
上位群の3群を編成し， 3群聞の人格的傾向，なよび ，標準値との差争比較 ・検討する。






















下74-第 l年次 第2年次 第 3年次 年次間の平均の差男女別全体① 男女別全体@ 男女別全体@①一①@ー@
男子 47.J 498 50A 51.7 55.5 56.6 う長 沫ぅ快
知能偏差値 L9 4.9 
女子 5 l5 (9.62) 52.5 (10.72) 57.4 (10.05) 
社会的生活能力
男子 90.1 1032 100.3 lU 3.9 107.0 108.5 
指 数
。7 4.6 
女子 I1L1 (29.4η 106.1 (2 ~.3 J) 109.5 (J 1.6 5) 
男子 0.6 1.3 0.9 L4 2.9 3.1 米争終
キ土 'i合z、 点 0.1 1.7 
女子 1.8 (406) L6 (3.7 ~) 32 (3.5 6) 
( )内は SD ※決P<0.0 1米P<0.05 
著しく在っている。
表 5~ま ，各指標.について ， 年次間帯在の相闘を求めたものである。
表 5 各指標の年次間の格闘 第 S 各年次のJ答標相互の相関
指白プ標ご----__ 年、¥次 ①と② ②と@①と@I 試寸空 (めと(町 (A)と(c)(B)と(c)
知能偏差値(刈 0.80 0.92 第 l年次 0.76 0.64 0.68 
社会的生活能(司
力指数 0.61 0.68 0.53 第 2年次 0.88 0.82 0.14 
社会点 (c) 0.57 0.84 0.58 第 3年次 0.87 0.80 












日平ミ者 第 l年次~第 2年次 第2年次~第3年次 第 l年次~第 3年次男子女子 全 体 男子 女子 全 体 男子 女子 丹ニヒ、 体。 。 1 0.9) 2 (3.8) 3 4σ.8) 
+( 1-5 ) 18 8 23 16 
22 17 12 } 18 <34.6) 
一(1-5) 4 9 13 3 2 5 。 2 
+( 6-10) 16 9 18 
12 } 19 c3紛
一(6-10) 3 2 5 。。 。 。
+<11-15 ) 6 
} 6ω〉
-(11-15 ) 。 。。 。 。。 。
+06-20 ) 3 
-U6-2O ) 。 。 。
トt21- ) 
-121- ) 。
上 昇t川 13 19 32 16 29 45 19 26 4 j 
下 降ト) 7 12 19 3 5 。 3 3 
変動の差 当4米 米本 争事米 ヲ軽米 米米 米米
数字は人数 ( )内は '1J 全員K対する剣合来栄P<0.01 
表 8 社会的生活能力指数の年次間変動
二Fj号 第 l年次~第 2年次 第2年次~第 3年次 第 l年次~第 3年次男子女子 全 体 男子 女子 全 体 男子 女子 全 体。 。。 。 。 2 2 (3.8) 2αめ
+(1-10) 8 11 3 5 10 
ーは-10) 6 8 8 10 18 5 9 
+<1-20 ) 4 6 6 
一<1-20) 3 6 9 6 。 8 8 
+α1-30) 4 10 8 
-<21-30) 4 。 。 。
+<31-40) 4 3 
-(31-40) 。 3 4 
十<4J- ) 2 3 5 
一(41- ) l 2 3 。。 。 。
上 昇(+l 13 14 27 10 14 24 14 14 28 





『愛そ動のミ狩ー--.__J里町空 第 l年次~第 2年次 第2年次~第 3年次 第 l年次~第3年次
男子女子全 体 男子久子 全 体 男子y.子全体。 -4 13一一一 ?(lR4) つつ 十-6 1 21 -11 -.~ (5.7)一
+ (1-2 ) 6 28 J S 
12 18 15 
一(1-2 ) 4 6 10 ? 5 6 
十日-4) u 10 12 
- (3-4) 。 4 2 3 
+ (5 - 6 ) 2 日
一 日 - 6 ) 4 。。 。 。
+<7-8) 。 5 
(7 - 8 ) 2 2 。 。 。
+ (9 - 10) 
一 日 - 10) l 
上 昇什) 9 15 24 18 24 42 15 21 36 
十「 降ト) 7 14 21 3 3 10 13 
t 












るが ，第 l年次・第2年次間と，第2年次 ・第 3年次聞の2者を比べるならば，因下によって，その発
達の度合加に差のらるととがわかる。 ζの2者の比vcよt ，発達の度合凶の大きい臓を各類型別vc示す
と次のようになる。
1 ) 判断 > 推理 〉 記憶
2 ) 数 〉 言語〉非言語
第 l年次・第2年次間の発達よタも ，第 2年i欠 ・第 3年次聞の発達の方が上まわっているものは ，1) 




~ 因 子 点平均 年 次回差 標準点差 発達指数 指 数の比①@ I @ a b a' b' ③ ⑥ @ @ -G ① 3×100 もX100 第1年次 第2年次第3年次 @ ①ー @ ー② 一@ @ 
記憶 20.17 25.73 31.27 556 5. 6 3 3 185 185 
判 断 22.50 30.11 3975 7.61 9.61 6 6 121 160 1.26 
推 理 25.11 31.67 3896 6.50 7.29 4 162 182 1.2 
言語 38.02 H.75 63.07 lQ73 14.32 8 8 134 179 1.34 
非言語 20.36 26.65 32.30 6.29 5.65 157 14 1 0.89 
数 9.23 1l.4 0 14.7 3 2.17 3.33 2 2 108 166 1.53 






(1) 1':2) I (3)で述べてきたととは，主と して知能 ・社会性に関する結果であるが ，同じ検査で同時(fC測
定される性格検査については ，どのよう衣結果がみられるであろ うか。参芳までに ，ζとでは図版の叙
述のみを取D上げ ，全体の数量的左変化Kついて検討してみる。
表1は I 6枚の図版の叙述(fCついて ，その反応、内容を項目月IJκ集計したも のである。表ロは ，‘どのよ
うな叙述のしかえ(叙迎彰式)をするか0てついて ，使宜的K四つの形式K分類したものである。
表1 叙述内容にゐける項自別反応、の年次別出現数
民a (問題帝賊) b (欲求)
c (フラス d (異常反応)上レー ンヨY
「ー ー
(1) 1(2) 1(3) 1(4) 1(5) I (6) I (7) (1) 1 (2)113) 1 (4) (1)1 (2)1 (3) (1) I (2) I (3)I (4)I (5:I (6) I (7) I (8) 
生し 規道人自 愛社独知 不攻逃 敵不 T拒劣孤島h 不つ物
産け 員I)使、間我 情会 立的 安 撃遊 意満 う 否等立 安
第 1~年次 10 5 I n 14 12 6 22 3 8 7 2 
第 2年次 3 I 15 31 3 3 I64 13 19 9 8 1 I 37 6 13 2 
一
第3年次 16 13 5 1 1 72 18 31 10 54 191 I 31 1 2 
|年次品物差 米 +帳 米 除沖失効|
米来Pく 0.0I ※Pく 0.05
表 12 叙述形式の年次別推移
¥年¥次叙述¥形¥式、 ① @ @ 無回答 |
第 l年次 39 13 。J 7 (25) 
第 2年次 21 29 15 (24) 
第 3年次 5 3 14 5 ( 6) 





叙述形式 ①…・…・・枚挙的 三つ以上の列挙 ，または
不完全な叙述









次を追tてつれ ， 分類①と無回答の人数が滅~ ，@と@が増加しているととがわかる。とのように，幼児





(5) ま と め
同ーの幼児Vてついて， 3か年Kわた b継続的κ測定した検査結果から ，幼児の社会性 ・精神発達の様




の発達を因子別に比較した場合 ，就学という条件が加わった第 3年次:r.金いて ，発達の度合加がよタ大











表13は ，幼児総合精神検査から求められた知能偏差値 ・社会的生活能力指数 ・社会点と ，PFスタゲ
ィの反応結果から求められたGC R '1b (社会適応度) ・趨自我因子M+I必 (社会性 ・精神発達)との
相関を求めたものでるる。
との表から ，GCRκついては ，知能 表13 二つの検査の指標聞の相関




















表ISは ，社会性発達の劣る幼児の人格的傾向を把握するために ，対象幼児を ，社会的生活能力の発達
程度を基準K次の 3群K分け ，人格的傾向を比較したものである。
社会性の劣る幼児群…-…..3か年間をとたして ，社会的生活能力 表 14 社会的生活能力指数段階
















16 -- 139 
91 -- 115 
68 -- 90 
~ 67 




表 15 発達程度別 3群の比較
s. Q. 知能偏主主、差 社会点 G C R プロフィー ノレ 係 超 自我因子 必やじゃ4担(「 幼児臨合
- 一 一 =||一年一 ~ I ~ IEI 1 I MI?17 1 ~lg l 1 1!lfl ~ I ~ 年年年 t平 年 年 年年  1 1M 1 I I I  I 1  I.!.I+ 11 II 1 +
次 次 次 次 次 次 i欠次 %1 I I lD1DIPI 1 11' ~ 1 ..!.1 1 
下位 Ii I 62.8 6S3 82.6 35.3 32.6 39.1 -3.3 -45 卜1.8米: 2米6.4 65.3 192 15.3 28.6 47.9 23 5.6 2.8 ~3 25.5 6.61H.l 群
普通 391102.2 103.6 10 &85'0.1 52守351.4 l.4 1.5 40.5 26.2 33.1 231 50.5 4A 9.4 14.2 11.9 37.6 群 トーートー トー ト一 ト
上群位I71143.7 135.1 64.4 67.4 5.0 6.0 38.6 23.2 33.0 21.4 50.8 8.3 3.3 ¥3.0 11.0 41.3 
3群間 米 3者 1ーそ * うい 来 米 争終の差 米 * 告~ I米 主任 司4 争~※ 来 手~
群月IJ欄の本印は標準値と の間lそ有意差あb 宇佐米Pく0.01 米P<ω5
との表から，下位群(ICついては ，社会的生活能力指数(IC差がみられるだけでなく，知能偏差値や社会
点Uてついても有意差 (X 2検定)がみられ ，他の2群陀比べて，知的にも， 対人態度VCj，.いても劣ってい
るζ とがわかる。
PFスタディの反応についての3群聞の上三較では，下位群はGCR%(社会適応!支〕が低〈左って会
り，E%仇罰的反応)が高<，M各 (無罰的反応) ，訟よび ，超自我因子M+1 (社会性 ・精神発達)
が低<tcっている。標準値(表16参照)との比較では，下位群のGCR婦に有意差がみられた。とれに
より，村・会性の劣る幼児 (下位群) は ，世間立五みの常識的~適応のしかたを，身Vてつけていないといえ
ようりその人倍構造は ，他の2群K比べて，攻撃を外K向ける傾向が強<，妥協しようとする傾向の少
乏いことを示している。ず~:hち，欲求不満場面K遭遇した場合，その原因を他人とか環境のせいにし，
相手を非難・攻撃するという ζ とκなり，その原因を許容すべき事柄として，忍耐jトる ζとのできない
人格である。また ，超自我の発達もいち把んと劣!J，自他を弁設するととのできる社会成熟度は低い。
したがって，社会性の劣る幼児は ，全体として，その人格構造 ・精神構造K未熟性を示 してlハるとlハえ
る。
表 16 小??校 1・2年 (6-1歳)の標準
内
評点因 子 (頻数) G フ.ロブィー Jレ % 超自我因子 % 
EIEle 
， C 。E N E E 
I I i IMIM 陀l R E M E 十
% D D P I E 
標準 1.8 6.日 4.7 1.4 3.8 0.5 1.5 2.7 2.1 52 52 24 24 20 50 30 5 4 9 120 12 28 
(' SD)I 1. 01 3.0 1 1.~1. 0 1 2.310 .51 1. 7 1 1. 6 1 1.4 1 1竺 16 91 1 0 12 1 3 10 ι 4 6113 81 13 
コ士会，参考ーまで VC ，下位群の各評点因子別出現頻数の平均をみると ，表 17のよう(IC~る。 表 16の標準
値に比べると， E (外罰方向障害復位型反応) ・E (外罰方向自己防禦型反応)が高<，1 (内罰方向
自己防禦型反応〕 ・M(無言IJ方向自己防禦型反応) ・m (無罰方向要求固執型反応、)が低くなって合り ，
特VC，E の反応、の高いことが特徴的である。とのことから ，下位群の全体としての傾向に， E婚が高
-12 -
くでているととKは ，E が大きく関与していると 表11 下位群の評点因子別得点
































ついて ， 発達傾向月IJ~ ， 次の 2 群を編成し ，各若干どと ~ . その人将的傾向をみたものである。
S.Qーのよ昇した幼児群…-…・・社会的生活能力指数が，第 l年次 ・第2年次に比べ ，第3年次K凶たっ
仇L下 ，上昇群とよぶ) て著し〈上昇したもの。
S.Q.の下降した幼児群~.  "・H・-社会的生活能力指数が ， 第 1 年次 ・ 第 2 年次~.I:I::ベ，第 3 年次V亡は著し




S.二 Q.三 一知能二偏差値三 一社二会点三 ~ プロフィ OーノレIE46N 超自我E悶E子 I省M 
年年 |年年年年年年年 EI I I M I ~ 1 7 1 ~ I E l l l f I 7 1 ~ I ~ 
次次次次次次次次次場 DI 1) I P I -I - II I ~ I I I I 
上|← 楽 ~)I I I I I I I I I I I I 
男 51 94.4110081 J 30.415 tO 1 58.4 1 67.8 1 241tA 1 5.2' 5.0138.7126.6134.517.01.15.413 7.51 0 1 5.41 9.511(110.0140.0 
在学 I | 
下 l← 緋日 川| 失 | 来
降群 2 112&01 90.O 7801 47. o I4 3.5I 47.0 2 G1 1.0 --V'~I 60.413a 34.3132.2 14; 46.814 l S 4.2 1 6.2110.4 8.3 1 5.6138.5 
← 栄→年次|笥の有意、差 争終標準値との聞の有意差 主将※Yく 0.01来Pく0.05








下降群の条件κ該当し選定された幼児は ，わずか 2名であるため ，上述の結果で結論を下すととはむ
ずかしいと思われる。そとで ，との 2名Vてついて，事例研究を行乏い，具体的V亡明らかにし ，補足する
ととにしたい。
<事例 1> 1歳 4か月の男児
(1)生育歴








@社会成熟度診断検査(第 l年次実施) S. Q. 152 (優の段階〉
@ソシオメトリァク ・テスト(第2年次実施)
成員31名の組集閉{そ会いて ，孤立児(被選択o，被排斥23)であ t，排斥される理由は ，はたく
泣かす・とわす ・いじめる・乱暴ーなどであり，とかく ，仲間から 「きらわれる」存在である。
⑥幼児総合精神検査(第 l年次 ・第 2年次 ・第 3年次実施〉
表 19
福連---空次 第 i年次 第 2年次
知能偏差値 41 4 4 
S.Q. 1 2 0 9 6 
社会 点 3 
性 格 異常反応 拒否 2
人物画フラストレーション l 人物画 フラストレー ジョン 1
叙述内容 1..・とのきるないている，いじめ 1・H との人のこと.ょせたらとい
(1 1 2… 6 られて・・・ っている
は図版番 2 ひとりがたべないでいる，どは 2 たベにきなさいといってるとと，
号を示す) んいやだって・・・ おわってしまうから ・…・




























ト方向却¥ O-D E-D N-P 計%
E 0.5 2.5 5. 35 
I 38 
M 4.5 27 
超自我因子
E = 0% 
J = 13% 
E+I = 13% 


































いるo GCR評点と合致を示 |計場I15 I 40 I HI M+J = 40% 
した7.5のうち ，超自我阻害場 GCR=63% 
商の合致が3.5あ!J，そのすべてが I反応であるととから，か?をり強い自責の念を抱いて適応しよう と
しているζとを示す。とれは，健全左適応のしかえとはいえ乏い。
2 プロフ ィー ルをみると ，E%が著しく低< G標準値一SD以下) ，とれば ，特V'L，他を非難 ・攻撃
して自己を強調する (E)ととを ，極度Kひかえるととによるものと考えられる。 しかも ，I %が著
しく高< (標準値+SD以上) I必要以上K自罰的な気持が強凶ととがうかがわれる。しかし，庇護・
救援の気持もか左り強< (e) I いっぽう，不満を抑圧 ・忍耐ナる気持 (m)も著し〈強ぃ。また ，
超自我因子のi必の高いととから ，自己を弁護する傾向もか左り強いζとがわかる。
3 反応の転移では ，白罰的な気持のIから後半遠ざかろ うとしている傾向がうかがわれる。また ，前




















満を満たしてほしい ，かばってほしい ，依存したいなどの基本的念欲求をもっていながら， 自己を強調
する乙とはしないで ，自罰的K ，それを極度に抑圧する乙とKより適応してい乙うとする ，抑圧機制の
働いているととが明らかになった。
幼児総合精神検食ーによる 3か年の性格検査の結果からも，とのような人格構造を示すにいたった経過
がうかがわれる。第 l年次から第 3年次までの叙述内容の移りかわりをみると，年次の進むにつれ ，図




は ，図版全体VCわft_i;J単友る説明K終始し ，r……あの子ょ してやるうと思ってると乙 ，……しかられ
たからこういうとこにはいっているの」など，感情の表出は最小限Vてとどめられている。しかし ，3年
間と辛子して一貫しているととは ，r……わるい子だから ，……わるい子に念ったから……J (第 l年次j，
「…・・なとられたとと，いい子は遊んでlハるJ (第2年次) ， r...しかられたから…・・J (第3年次)，
といった表現にみられる ように ，自分を ，わる加子 ，幸子ζられ ・しかられるべき子として意識し ，自分
をその状態VCjO><ζとに抵抗を感じてい左いようにみえる態度である。とのととは ，PFスタディの結
果にみられる白書IJ的態度Kつ念がるものと思われる。 しかも ，PFスタディの結果。てみられた ，自介の
不満をi備えしてほしいという基本的欲求は ，i訟もちゃととみてるととJ (第 l年次) ， r……かつて
あげるといってやると ζ……J (第2年次) ， rあれかつてといってるとと ，みてるととJ (第3年次)
という ような表現で ，積極的表出を避け ，それを抑圧しているばかりで念<， r…・・との人ことよぜた




うに ，乱暴衣ため ，皆』てきらわれる存在であり，小学校でも ，だれとでも選ぶが，学校のきまりや社会












父 母ー ・兄 ・本児V4人家族。父母共K働いているため ，カギッ子である。
(3) 諸検査結果
① 親子関係診断テス ト(第 l年次実施)
(身体)普通
父親の態度には ，消極的 ・積極的拒否 ，厳格 ，干渉 -不安 ，溺愛 -盲従 ，予盾不一致の傾向がみ
られ ，母親の態度には ，消極的・積極的拒否 ，予盾不一致の傾向が著しい。
@ 社会成熟度診断検査 (第 l年次実施) S.Q.73(劣の街活)





④ 幼児総合精神検査(第 l年次 ・第 2年次 ・第 3年次笑施〉
表21
¥指¥標¥、年¥次¥ 第 l年次 第 2年次
知能偏差値 4 1 4 3 
S Q 1 3 6 8 4 
社会点 。
性 格 人物画 フラストレーションl 人物画 フラストレーションl
六安定 不安定
叙述内容 l 遊んでるとと，おきるがねみ l 遊んでるとと




2 おきるがいすにすわって何か 3 きるがお尽きんとまちへいっ
たべるとと た，何かみτた，何かかったの
























O-D E-D N-P 言十必
3.5 31 
4.5 2 31 
。5 4 38 


















E= 8 % 1. none 
1 = 0 (誘 2. I~竺1
E + 1= 8 % -0.60 M 
E-E= 6% 3. none 
1 -1= 19係 4. E~土旦1
M + 1= 3R% 5. none 
われる。
2 プロフィーノレでは， E%が著しく低< (標準値一 SD以 ドー) ，社会に適応するために必要念適度な
攻撃性ナら備えていないようにみえる。いっぽう ，1 qb ，なよび， M%は高<，特VL，M ，mの多い
ととから〔標準値+SD以上) ，過度K自己を抑圧し，忍耐する気持ちの強いととがうかがわれ ，外
界ve.対しては ，無関心左までの妥協的態度と受け取れる。反応需κ，r (ウソいって)許してよJ， 
「左んにもしてな凶よ L・h ・-とウソつく)J念どの表現がみられるζとから，心の深層では ，愛情を
失うことを会ぞれ ，ζ とさら Vて妥協しようとしている様子がうかがわれる。
3. 反応、の転移では，前半Iが多くでていたものが ，後半Iから遠ざかり， MVL転じているζとから，
不満κ対する非難を他人Kも自分自身Kも向けず，抑圧する ζ とで，妥協してしま会うとしていると
とがうかがわれる。また ，後半Eからも遠ざかっている。
(4) 教師報告資料よ !J (第3年次の状況〉
①学習成績



















し ，自己の不満の解決を他K求めるといった外罰的傾向は極度K低<，ζ とさらK妥協しようとする ，
自己抑圧的友機制の働いているととが明らかK左った。
幼児総合精神検査による 3か年の性格検賓の結果からも，とのような人格構造を示すtていたった経過
がうかがわれる。第 l年次から第3年次までの叙述内容を検討すると，第 l年次の叙述では，か左 D発
言量も多く， rÍ>~庖やさんで何がいし令かみて凶るのJ ， r夜K在ったら…ーな家へはいbたくな加から」
など，多少感情の表出もみられるが ，第 2年次 -第3年次κ念ると，叙述は全く説明的VC;5:!J ，ととに
第 3年次にないては，発言量が少左く ，できるだけ，単純設説明的叙述ですませよう としている。しか
も ，叙述K対ナる意欲は全くみられず，発言を促しても答え念い場面もあった。したがって，当然感情
の表出など念されるはずも衣く，自己を表現する意欲ずら失念われているかにみえるのである。とのと
とは ，PFスタディの結果Uてみられる外罰的傾向の極度K低いζと ，なよび， 妥勘性 ・自己抑圧の強い
ととにつながると忠われるが ，その程度があまりに深いため ，周囲K対して無関心K衣j:)，抵抗をでき
るだけ避けて，自己を環境のあbのままのなりゆきにゆだねているといえるような傾向がうかがわれる。
それが ，結果的には ，表面的な数値の上で社会適応度を高めて阿るのであろうo P Fスタディの反応諾
-18ー




本児の現実の姿は ，第2年次実施のソシオメト リァク・テストの結果では ，集団の成員から関心を払
われ左い孤立児であり， 小学校にはいった現在も ，自ら進んで友だちの中十てはいろう とする気持ちが左
< ，孤封切存在('L念 bやすいという状態である。
本児の家庭は ，i搬をたひ:jtひ'替える父親と ，二交替制勤務の職業をもっ母親，や L問題傾向のみられ
る一つ年上の兄の 4人家族で，母親の権力が大きく， 父親のかげがうすい。しかも ，母親は ，わがまま











社会適応度が低すぎる幼児群・H ・H ・.GCR41場以下 (標準値-SD以下)の幼児
他i下 ，L群とよぶ) ( 12名)
社会適応凌が高すぎる幼児群………GC R63 %以上(標準値+SD以上)の幼児




との 3群Kつwて，各項目どとに 3群聞の差を検定 (X2検定)した結果 ，いずれの項目にも有意差は
みられ左かったが，各群どとに ，標準値と比較してみると ， ( ) ，( ))を付した項目に差がみられ
る。ζの表から ，L群Kつ凶ては ，E % Gぺ罰的反応〕 ・O-D必(障害優位型) ・ E-~'ib (攻撃傾
向)がやや高<， 1 % (内罰的反応、) ・N-P% (要求固執型) .1-1 (自責傾向)がやや低いζと
がうかがわれる。 H群Kついては ，E%の標準範囲を越える低さで ，N-P%(夢求固敦司型) ・E-E 
必(攻紫傾向)もやや仮<，M係 (無罰的反応) . M トiφ(社会性 ・精神発達)が標準範囲を越える
高さで ，それらの傾向を示しているζとがわかる。
表24は ，上記の 3群について ，幼児総合精神検賓の叙述内容の反応を比較したものである。
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表23 P Fスタディの反応、結果の比較
国;G プロフィー ノレ % C OIEIN R E 11 1M I 1 I 1 I 1 % DIDIP 
L 群 12 28.4 5 9.21 19.51 2 121 2 7.31 4871 2 3.8
t汗〉戸 (一) (+) (→ 
適応、群 25 510 40.4 28.3 32.7 2.5 50.0 324 
H 群 15 683 34.8 28.8 36.2 2.5 51.9 25.5 
rc-J (+) (ー)
超自我 因 子係
lHE +I M E IM E I 1 1+1 1 I 1 I + 
E 1 1 1 1 
5.71 1.7 i 10.4123，51 5.125.9 
(十)(→ 
4.3 4.4 8，7 13.8 11.5 37.1 








同 欲 求 フラストレ シーョン 異 常 反応(1) I (2) I (3) I (4) (1) I (2) (3) (1) I 12) I (3) I (4)I (5)I (6) I (7) I (8) 愛情 社会独立 知的 不安攻撃 逃避 敵意 不満執よう拒否劣等孤立ひね不安
B 2 13 7 12 
L 群 12 
の6) の16) (108) の1.58) <1.0 (り <0.08) 。08)
17 6 3 19 14 
適応群 25 
ω68) (0.25) (0.12) ~75) の.28) (位S6) <0，04) (0.04) <0.04) 
7 22 5 5 2 3 
H 群 IS 






若手)は ，欲求不満や不安傾向をかなりもってお>t> ，とれが ，外罰的反応(攻撃性)としてるらわれやす
い傾向Kあるζと，社会適応度が年齢相応以上κ高すぎる幼児 (H群)は ，不安傾向をかなり強くもっ
ていながら，それを攻撃的K外へ向けず，自己を抑圧し，妥協しよ うとナる傾向に向かいがちなととで
ある。以よのよう左点に関して，二つの検査の関連が考えられる。したがって，社会巡応度 (GC R %) 













以ょの結栄から ，仮説 2) .なよび ，仮説 3) は採択されるものと考える。
むすび
この研究は ，幼児の社会性の発達itL慢する第3年次の研究として ，幼児総合精神検賓の 3か年』てわた
る測定結果と，第3年次実施のPFスタディの反応結果とから，幼児の社会性の禿逢と人格形成に関し，
分析・検討したものである。
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